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　宇佐美区ふるさとふれあい祭りが、11月3日㈯・4日㈰に開催されました。3日の「むかしの遊び」のコーナーでは、
子どもからお年寄りまで、昔ながらの遊びなどを通じて楽しい時間を過ごしました。 
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特集　　平成18年度決算
・伊東市の財政状況

・伊東市の人事行政のあらまし

・犯罪被害にご注意ください

今月号の主な内容

アクセサリーづくりアクセサリーづくり 

水鉄砲づくり水鉄砲づくり 温かいとん汁温かいとん汁 

神楽の舞い神楽の舞い めんこめんこ 

手づくりの風車手づくりの風車 

アクセサリーづくり 

水鉄砲づくり 温かいとん汁 

神楽の舞い めんこ 

手づくりの風車 



　
平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
予
算
額

２
２
６
億
３
７
９
万
円
に
対
し
、
歳
入
決
算

額
２
２
４
億
９
４
０
１
万
円
、
歳
出
決
算
額

２
２
３
億
６
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
な
い
こ
と
か

ら
、
実
質
収
支
額
は
、
歳
入
と
歳
出
の
差
引

額
と
同
じ
１
億
８
７
４
８
万
円
と
な
り
、
前

年
度
を
１
２
７
３
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
市
税
が
減
少
す
る
中
で

　
　
　
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た

　
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
６
億
２

７
３
１
万
円
︵
２
・
７
％
︶
減
少
し
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
が
２
億
３
９
３
５
万
円
︵
51
・

９
％
︶
、
地
方
交
付
税
が
２
億
８
４
８
１
万

円
︵
20
・
４
％
︶
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
が
、
評
価
替
え
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
４
億

９
６
６
０
万
円
︵
４
・
０
％
︶
、
国
庫
支
出

金
が
４
億
８
２
２
６
万
円
︵
17
・
１
％
︶
減

少
し
ま
し
た
。
一
方
、
東
海
館
入
館
料
の
収

入
、
小
室
山
公
園
有
料
施
設
使
用
料
の
改
定

な
ど
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入
が
増
加
し

ま
し
た
。
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比

は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
大
き
な
事
業
の
完
了
や
人
件
費
な
ど

　
　
　
経
費
の
節
減
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た

　
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
５
億
９

０
４
９
万
円
︵
２
・
６
％
︶
減
少
し
ま
し
た
。

15
年
度
に
借
り
入
れ
た
財
政
健
全
化
債
の
元

金
返
済
が
始
ま
っ
た
公
債
費
が
１
億
４
１
４

万
円
︵
４
・
３
％
︶
、
扶
助
費
や
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
増

え
た
民
生
費
が
１
億
７
８
３
４
万
円
︵
２
・

６
％
︶
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
和
泉
橋
改
修
事
業
や
市
営
山
田
住

宅
建
設
事
業
な
ど
大
型
事
業
が
一
段
落
し
た

土
木
費
が
３
億
８
０
７
万
円
︵
10
・
５
％
︶
、

伊
東
駅
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
施
設
整
備

事
業
が
完
了
し
た
観
光
商
工
費
が
７
１
０
３

万
円
︵
９
・
３
％
︶
、
人
件
費
の
削
減
に
よ

り
総
務
費
が
２
億
４
６
９
４
万
円
︵
７
・
６

％
︶
減
少
し
ま
し
た
。

　　費　目
民生費
総務費
衛生費
土木費
公債費
教育費
消防費
観光商工費
その他
合計

金　額　
20万9,619円
8万8,119円
8万3,820円
7万7,395円
7万4,028円
5万2,248円
3万4,862円
2万423円
1万6,410円
65万6,924円

　　税　目
固定資産税
市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
特別土地保有税
合計

金　額　
18万2,323円
9万8,850円
3万8,803円
1万7,349円
3,264円

2円
34万591円

（19年３月31日現在の世帯数3

万3,956世帯で計算）

市債　公共施設の建設や整備な

どをするため、国などから借

り入れるお金

地方交付税　市区町村の財政状

況に応じて、国から交付され

るお金

公債費　借入金の元金と利子を

返済するためのお金

自主財源　市税など、独自に確

保できるお金

依存財源　国や県からの交付金

や借入金など、他に依存して

いるお金

繰越明許　未執行の予算を翌年

度に繰り越して使うこと

繰上充用　翌年度の予算の収入

を繰り上げて使うこと

※市民税には法人市民税を含み、入湯
　税は含みません。

平成18年度決算 
1世帯当たりの金額は？ ●用語の解説 

 
！

平成18年度

決算
特
集
特
集 歳入

　224億9,401万円

歳出
　223億((653(653万円

歳入
　224億9,401万円

歳出
　223億((653万円

平成18年度

決算
特
集

決算は市議会決算は市議会12月定例会で月定例会で
審議されます。審議されます。
t財政課　d内線２３３２

決算は市議会12月定例会で
審議されます。
t財政課　d内線２３３２

みんなで食べるお弁当おいしいよ♪ みんなで食べるお弁当おいしいよ♪ 

歳入 

歳出 

〈歳入（市税）〉

〈歳出〉

広報いとう 2



　　 会計名

下水道事業

競輪事業

観光会館

国民健康保険事業

交通災害共済事業

土地取得

老人保健

霊園事業

介護保険事業

介護老人保健施設

合　　計

収入済額　
支出済額　

23億3,665万円
23億3,350万円
153億1,048万円
159億2,793万円

6,411万円
6,411万円

93億6,127万円
91億8,482万円

23万円
23万円

9,961万円
9,956万円

69億4,520万円
69億8,540万円

9,823万円
9,816万円

44億2,194万円
43億4,744万円

3,114万円
3,102万円

386億6,886万円
390億7,217万円

【特別会計】 平成18年度

決算
特
集 歳入

　224億9,401万円

歳出
　223億((653万円

決算は市議会12月定例会で
審議されます。
t財政課　d内線２３３２

みんなで食べるお弁当おいしいよ♪ 

※下水道事業特別会計には、前年度からの繰
越明許費8,200万円を含みます。
　競輪事業特別会計と老人保健特別会計は、
繰上充用を行いました。

※このバランスシートは、普通会計（一般会計、土地取得特別会計、霊園事業特別会計
　の合算）を対象としています。

自

主
財
源
　
60・
4％

依
存

財
源
　
39
・
6
％

市税
119億6,949万円
53.2％

歳入
224億
9,401万円

使用料及び手数料
7億9,676万円　3.6％

諸収入ほか
8億954万円　3.6％

国庫支出金
23億3,709万円　10.4％

県支出金
10億3,999万円　4.6％

地方交付税
16億7,896万円　7.5％

市債
18億9,850万円　8.4％

地方消費税交付金
7億4,071万円　3.3％

地方特例交付金ほか
12億2,297万円　5.4％

公債費
25億1,370万円　11.3％

教育費
17億7,414万円　8.0％

観光商工費
6億9,350万円　3.1％

消防費
11億8,377万円　5.3％

歳出
223億
653万円

民生費
71億1,783万円
31.9％

総務費
29億9,218万円
13.4％

衛生費
28億4,619万円　12.8％

土木費
26億2,801万円　11.8％

農林水産業費ほか
5億5,721万円　2.5％

一
般
会
計
決
算
の

内
訳

バランスシート

〔資産の部〕

１　有形固定資産

　（うち土地　　　　　　　　　　）

２　投資等　

　⑴投資及び出資金

　⑵貸付金

　⑶基　金

３　流動資産

　⑴現金・預金

　⑵未収金

資　産　合　計

〔負債の部〕

１　固定負債

　⑴地方債

　⑵債務負担行為

　⑶退職給与引当金

２　流動負債

　⑴翌年度償還予定額

　⑵翌年度繰上充用金

負　債　合　計

〔正味資産の部〕

１　国庫支出金

２　県支出金

３　一般財源等

正味資産合計

負債・正味資産合計

825億8,164万円

277億1,656万円

56億7,560万円

34億4,728万円

5億7,168万円

16億5,664万円

31億5,947万円

3億4,562万円

28億1,385万円

914億1,671万円

285億2,435万円

237億2,061万円

0円

48億374万円

21億5,396万円

21億5,396万円

0円

306億7,831万円

69億5,425万円

34億4,043万円

503億4,372万円

607億3,840万円

914億1,671万円

貸　　方借　　方

企業の一定時点の経営状況
を明らかにするため、資産・
負債・資本を一つの表に記
載した報告書です。 （平成19年3月31日現在） 

将来に残る財産の金
額を示します。

道路・学校などの施
設、市役所などの建
物や土地です。

今後市民が負担する
金額を示します。

市債のうち、翌々年
度以降に返済される
金額です。

市債のうち、翌年度
に返済される金額で
す。

市民から納められた
税金や国・県からの
補助金を財源として
取得したものの金額
を示しています。民
間企業の「資本」に
当たります。

水道事業会計への出
資金などです。

現金や、おおむね１
年以内に現金にでき
る資産です。

3 2007.12



水道事業会計 

病院事業会計 

　
水
道
使
用
量
・
料
金
が
減
少
す
る

中
、
施
設
整
備
を
進
め
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す

　
水
道
事
業
は
、
水
道
の
使
用
料
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
独
立
採
算
で

経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
水
道
料
金
収
入
は
、
景
気

の
低
迷
や
節
水
機
器
の
普
及
、
少
子

高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
の
影
響
に
よ

る
水
需
要
の
低
下
に
伴
い
、
年
々
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。
16
年
度
に
は
、

平
均
11
・
49
％
増
の
料
金
改
定
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
使

用
水
量
の
減
少
が
続
き
、
水
道
料
金

収
入
は
前
年
度
比
５
２
３
４
万
円

　
全
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

み
、
医
療
の
質
と
患
者
さ
ま
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す

　
市
民
病
院
の
18
年
度
の
患
者
数
は
、

入
院
は
延
べ
６
万
８
人
、
１
日
当
た

り
１
６
４
人
、
外
来
は
延
べ
13
万
８

６
０
５
人
、
１
日
当
た
り
４
７
１
人

で
し
た
。
患
者
１
人
１
日
当
た
り
の

平
均
収
入
は
、
入
院
は
３
万
６
０
６

２
円
、
外
来
は
６
２
１
８
円
と
な
り
、

前
年
度
の
平
均
収
入
を
上
回
り
ま
し

た
。
前
年
度
と
比
べ
て
、
入
院
収
益

は
９
８
７
４
万
円
︵
４
・
８
％
︶
増

加
し
、
外
来
収
益
は
ほ
ぼ
同
額
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
医
業
収
益
は
１

８
７
万
円
︵
１
・
２
％
︶
減
少
し
ま

お水おい
しいよ 

きれいに
洗ったよ

 

市
民
に
信
頼
さ
れ
る 

病
院
に 

 
水
道
が
　
う
る
お
す
日
々
の 

健
や
か
さ 

伊東のきれいなお水でしっかり手洗い・うがいをして 
風邪をひいたり、病気になったりしないようにしよう 

行政人口（人）

給水人口（人）

普及率（％）

年間有収水量（万㎥）

有収率（％）

供給単価（円／㎥）

給水原価（円／㎥）

水道料金決算額（万円）

水道事業の推移と概況

75,042

69,267

92.3

1,135

79.9

155.2

134.5

184,867

16年度 17年度 18年度

75,081

69,133

92.1

1,123

79.9

155.3

134.4

183,133

74,900

68,830

91.9

1,092

79.9

155.2

132.4

177,899

診療科目数（科）

一般病床数（床）

病床利用率（％）

入院患者数（延べ・人）

外来患者数（延べ・人）

救急患者数（延べ・人）

入院収入額（万円）

外来収入額（万円）

病院事業の推移と概況

11

250

80.1

65,481

156,844

6,468

214,360

86,325

16年度 17年度 18年度

11

250

76.1

62,191

151,139

6,263

206,531

86,150

11

250

73.4

60,008

138,605

6,269

216,404

86,186

t病院事業課　☎内線２５７１

t水道部業務課　☎内線２７９１

広報いとう 4



特
集

平
成
18
年
度
決
算

︵
２
・
９
％
︶
減
の
17
億
７
８
９
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
部
は
、
水
道
料
金
や
長
期
の

借
入
金
を
財
源
と
し
て
、
計
画
的
に

施
設
の
建
設
や
水
道
管
の
拡
張
・
改

良
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
18
年
度
は
、

増
大
す
る
市
南
部
地
域
に
送
水
す
る

た
め
の
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
や
、
漏

水
防
止
な
ど
の
た
め
の
老
朽
管
の
更

新
、
機
能
が
低
下
し
た
機
械
・
電
気

設
備
な
ど
の
更
新
を
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
県
・
市
道
の
改
良
工
事
や
下

水
道
工
事
と
連
携
し
、
配
水
管
な
ど

の
改
良
工
事
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
効
率
的
な
財
政
運
営

を
し
て
、
よ
り
一
層
の
健
全
経
営
に

力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
安
全
で
お
い

し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

し
た
。
こ
の
結
果
、
医
業
収
益
は
９

７
２
３
万
円
︵
３
・
２
％
︶
増
加
し
、

31
億
７
５
５
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
運
営
は
、
臨
床
研
修
指
定
病

院
と
し
て
、
前
年
度
か
ら
の
臨
床
研

修
医
４
人
に
加
え
、
新
た
に
４
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
６
月
か
ら
、
産

婦
人
科
は
常
勤
医
師
３
人
、
非
常
勤

医
師
１
人
の
体
制
と
し
ま
し
た
。
一

時
休
止
し
て
い
た
分
娩
を
再
開
し
た

り
、
思
春
期
外
来
を
開
設
し
た
り
す

る
な
ど
、
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。
施
設
整
備
は
、
施
設
の
改

修
と
高
度
医
療
機
器
な
ど
を
計
画
的

に
更
新
し
、
病
院
利
用
者
さ
ま
の
利

便
性
と
医
療
の
質
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
病
院
機
能
と
医
療

水
準
を
一
層
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
信
頼
さ
れ

る
病
院
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
い
き

ま
す
。

施設の修繕や電気料など
水を送るための費用

減価償却費
4億
4,815万円
30％

料金の収納や
運営のための費用

借入金の利息

その他
8,105万円　4％

その他
8823万円　5％

水道料金
17億
7,899万円
96％

4億9,643万円
　33％

2億
4,988万円
17％

2億
2,462万円
15％

収入
18億

6,004万円

支出
15億
731万円

収益的収支
皆さんの家庭へ水をお届け
する営業活動によって生ず
る収入と支出です

収入
5億

4,511万円

支出
12億

4,551万円

資本的収支

水道施設の建設や改良工事
に関する収入と支出です

配水池や配水管
　など建設工事に
　　　　要した経費

借入金の元金返済
4億3,620万円
35％

負担金・その他
5,831万円
11％

一般会計から
の出資金

1億円
18％

　国などからの
　借入金
3億
8,680万円
71％

8億
931万円
65％

収　入
34億

5,100万円

支出
35億

7,092万円

収益的収支

収　入
1億

1,809万円

支出
1億

6,614万円

資本的収支

職員給与費
3,899万円　1％

減価償却費など
3億1,594万円
9％

支払利息
1,038万円

その他経費など
630万円

修繕費など
237万円

他会計出資金
8,029万円
68％

企業債償還金
1億2,826万円
　　　77%

企業債
3,780万円
32％

固定資産
購入費
3,788万円
23%

病院指定
管理料など
31億
9,694万円
90％

医業収益
31億
7,555万円
92％

医業外収益
2億7,463万円
8％ 特別利益

82万円

※収入が支出に対して不
足する7億40万円は、減
価償却費などの内部留保
資金などで補いました。

※収入が支出に対して不
足する4,805万円は、減
価償却費などの内部留保
資金などで補いました。

この特集には、南幼稚園富士見分園 
の子どもたちに出てもらいました。 

有収水量　水道料金の対象となった水量

供給単価　水１㎥当たりの平均給水単価

給水原価　水１㎥当たりの費用（製造コ

スト）

減価償却費　長年使う機器などの資産価

値が減る分を費用として計上するもの

で、実際のお金の支出はない費用

●用語の解説 
 

！

5 2007.12



伊
東
市
の

伊
東
市
の

　
状
況
状
況 

　
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
よ
う
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
東
市
で
は
、
毎
年
６
月
と

12
月
に
﹁
広
報
い
と
う
﹂
で
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
19
年
度
上
半
期
︵
４
月
〜
９
月
︶
の
予
算
の
執
行
状

況
と
財
政
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

t

財
政
課
　
d

内
線
２
３
３
２

財 

政 
伊
東
市
の

　
状
況 

財 

政 

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

消 防 費

観光商工費

そ の 他

款　　　　別

予 算 額
執行済額　執行率

81億1,598万円

10億5,489万円

910万円

1億9,684万円

9億1,135万円

3億9,985万円

4億2,828万円

5億8,802万円

64.0％

46.3％

0.5％

15.2％

72.9％

50.6％

57.1％

55.4％

・固定資産税　43億7,388万円
・市　民　税　23億100万円
・都市計画税　9億1,327万円
・そ　の　他　5億2,783万円

29億3,431万円

9億3,858万円

11億3,108万円

4億6,749万円

10億2,128万円

8億2,564万円

5億2,314万円

4億639万円

2億4,174万円

43.2％

31.8％

41.6％

17.4％

39.2％

48.3％

46.6％

50.5％

44.0％

予 算 額　219億4,283万円
収入済額　117億431万円
収 入 率　　　　　 53.3%

収入（一般会計）

予 算 額　219億4,283万円
支出済額　84億8,965万円
支 出 率　　　　　 38.7%

支出（一般会計）

平成19年度上半期の

執行状況

67億9,573万円

29億5,286万円

27億2,095万円

26億8,110万円

26億712万円

17億896万円

11億2,162万円

8億479万円

5億4,970万円

市 　 税

国庫支出金

市 　 債

県 支 出 金

地方交付税

使用料及び手数料

地方消費税交付金

そ の 他

126億8,768万円

22億8,073万円

18億2,370万円

12億9,916万円

12億5,000万円

7億9,012万円

7億5,000万円

10億6,144万円

市税収入済額の内訳 

市の財産 
■土地
　811万8,125.45㎡（約8.12㎢）
■建物
　30万1,032.55㎡

■積 立 金
　23億2,064万円
■貸付金など
　11億8,949万円

平成19年９月30日現在
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伊
東
市
の

　
状
況 

財 

政 

　　収　入

予算額

　18億394万円

収入額

　9億3,386万円

（資本的収入・支出）

　　収　入

予算額

　4億2,400万円

収入額

　　　　661万円

フジサンケイ 
レディスクラシック 
（4/20～22） 

水道事業会計

市が借りているお金（市債）の内訳

特 別 会 計

水道事業会計・病院事業会計で、支出額が収
入額を超える額は、内部留保資金等で補われ
ています。 支出済額が収入済額を超える額は、他会計のお

金で立て替えられています。
観光会館特別会計は、18年度で廃止となりまし
た。

（収益的収入・支出）

総額478億8,523万円（１人当たり64万390円）

　　支　出

予算額

　16億2,801万円

支出額

　3億7,883万円

　　支　出

予算額

　12億324万円

支出額

　3億8,226万円

病院事業会計

（収益的収入・支出）

　　収　入

予算額

　35億7,545万円

収入額

　12億2,117万円

　　支　出

予算額

　36億400万円

支出額

　16億4,946万円

（資本的収入・支出）

　　収　入

予算額

　1億430万円

収入額

　　　5,000万円

　　支　出

予算額

　1億4,205万円

支出額

　　　3,429万円

土木債
67億3,247万円

臨時財政対策債
45億8,316万円

減税補てん債
26億9,895万円

教育債
24億4,304万円

庁舎債
17億3,912万円

その他
71億4,327万円

下水道事業債
131億1,027万円

介護老人保健施設債
16億890万円

その他
10億30万円

水道事業債
61億587万円

一般会計
253億4,001万円

52.9%

特別会計
157億1,947万円

32.8%

企業会計
68億2,575万円
14.3% 病院事業債

7億1,988万円

伊東祐親まつり 
薪能 

（5/26） 

子供議会 
（7/30） 

市制施行60周年 
記念式典 
（8/10） 

第10回伊東大田楽 
松坂慶子さん特別出演 

（9/16） 

市議会議員選挙 
（9/23） 

19年度上半期の
できごと 会　計　名

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

交通災害共済事業

土 地 取 得

老 人 保 健

霊 園 事 業

介護保険事業

介護老人保健施設

合 　 　 計

予　算　額

26億3,200万円

149億2,545万円

98億2,300万円

251万円

1億3,466万円

65億8,147万円

1億5,370万円

44億5,900万円

3,940万円

387億5,119万円

収入済額　

支出済額　

1億8,614万円

7億7,491万円

19億3,382万円

30億5,505万円

37億2,748万円

42億2,106万円

0円

0円

1,716万円

1,707万円

31億391万円

29億1,954万円

1,521万円

6,594万円

18億2,980万円

19億9,108万円

1,975万円

1,856万円

108億3,327万円

130億6,321万円

収入率

執行率

7.1%

29.4%

13.0%

20.5%

37.9%

43.0%

0.0%

0.0%

12.7%

12.7%

47.2%

44.4%

9.9%

42.9%

41.0%

44.7%

50.1%

47.1%

28.0%

33.7%

市の 

概要 ■面積
　124.13㎢

■人口

7万4,775人

平成19年９月30日現在

■世帯数

3万4,009世帯

地方消費税交付金　消費税５％の

うち0.5％が、国から県を通し

て市に配分されます。

収益的収入・支出　料金収入や管

理運営費など営業に伴う収支

資本的収入・支出　企業債や施設

の建設改良などに伴う収支

●用語の解説 
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(1)　人件費の状況（平成18年度普通会計決算）

住民基本

台帳人口

（18年度末）

74,900人

歳出額(Ａ)

223億8,042万円

実質収支

1億8,760万円

人件費(Ｂ)

68億317万円

人件費比率

（Ｂ/Ａ）

30.4％

(参考)

17年度の

人件費比率

30.5％

※（　）書きは、市長事務部局と兼務の人数で、市長事務部局の職員数に含まれています。
　〔1,038〕は、条例定数です。

※採用は、19年４月１日に採用した職員の数です。

　区　分

20歳未満

20歳〜23歳

24歳〜27歳

28歳〜31歳

32歳〜35歳

36歳〜39歳

40歳〜43歳

44歳〜47歳

48歳〜51歳

52歳〜55歳

56歳〜59歳

60歳以上

　合　計

職員数（人）　

3

41

50

75

99

102

82

80

83

88

104

0

807

市長事務部局

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

教育委員会

公平委員会事務局

農業委員会事務局

水道企業

消防本部

　　合　　　　計

18

-

-

-

4

-

-

1

6

29

6

-

-

-

4

-

-

-

1

11

11

-

-

-

3

-

-

2

5

21

8

-

-

-

1

-

-

-

-

9

1

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

26

-

-

-

8

-

-

2

6

42

ウ　年齢別職員数（平成19年4月1日現在）

(1)　職員数の状況

ア　部局別職員数（平成19年4月1日現在)

(2)　採用及び退職の状況（平成18年度）

部局

区分 採用

(人)

離　　　　職（人）

定年 勧奨 普通 死亡 分限 懲戒
失職 合計

退　　　職 免　職

主事・技師

その他

係長・主査

主任

課長補佐

参事・課長

部長

※保育士、幼稚園教諭、消防職員、現業職員などの
　職員は含まれていません。

イ　一般行政職の級別職員数（平成19年4月1日現在)

市長事務部局

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

教育委員会

公平委員会事務局

農業委員会事務局

水道企業

消防本部

　　合　　　　計

531

7

3

(3)

142

（2)

1(2)

30

106

820

〔1,038〕

521

7

3

(3)

141

（2)

1(2)

28

106

807

〔1,038〕

△10

-

-

(-)

△1

(-)

-

△2

-

△13

事務統廃合

事務統廃合

事務統廃合

部局
区分

18年 19年

対前年

増減数
主な増減理由

職員数（人)

１級

２級

３級

４級

５級

６級

　　　　　　合　　計

53

98

96

43

30

8

328

16.2

29.9

29.3

13.1

9.1

2.4

100.0

代表的な

職務
区分

職員数

（人）

構成比

(％)

２　給与の状況

１　任免及び職員数に関する状況

広報いとう 8

伊東市の 行政の 
　あらまし 

人 事 伊東市の 行政の 
　あらまし 

人 事 伊東市人事行政の運営等の状況の公表に関する条

例に基づき、職員の給与や職員数、勤務条件など、

人事行政の状況をお知らせします。
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(6)　諸手当の状況
ア　地域手当（平成19年4月1日現在）

イ　特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

ウ　時間外勤務手当

(2)　給与費の状況（平成19年度普通会計当初予算）

(3)　初任給及び経験年数別給料月額の状況（平成19年4月1日現在）

(4)　平均給料、手当額、年齢の状況（平成19年4月1日現在）

(5)　毎月の給与支給例（42歳・4人家族）

１人当たり

給与費Ｂ/Ａ計Ｂ期末・勤勉手当

職　員　給　与　費

職員手当給　　料

職員数(人)

Ａ

区　　分

　19年度

　18年度

　　差

区　　分

　19年度

　18年度

　　差

控
除
額

支
給
額

実質給与引上額　　Ａ−Ｂ＝△25,634円（25,634円の引き下げ）

　　26,600円

　　12,200円

14,400円

　　8,020円

　　11,980円

△3,960円

　47,589円

　48,509円

△920円

82,209円

72,689円

Ｂ　9,520円

364,200円

372,900円

△8,700円

25,000円

25,000円

0円

19,460円

23,874円

△4,414円

12,000円

12,000円

0円

5,500円

8,500円

△3,000円

426,160円

442,274円

Ａ△16,114円

区　　　分

全　職　員

　一般行政職

　技能労務職

　その他の職

337,629円

344,988円

327,537円

334,432円

9,681円

9,958円

12,152円

8,521円

17,563円

18,157円

16,984円

17,220円

364,873円

373,103円

356,673円

360,173円

42歳0月

42歳5月

43歳0月

41歳2月

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

支給総額（18年度）

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度）

支　　給　　率

5％

支給総額（18年度）　　　　　　　　　　　　501万円

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度）　　26,529円

職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）　23.0％

手当の種類（19年度における手当の数）　　　　　12手当

18年度

17年度

支給総額

職員1人当たり

平均支給年額

支給総額

職員1人当たり

平均支給年額

1億162万円

123,927円

1億5,211万円

181,957円

　主な手当名

救急手当

衛生不快手当

税務手当

特別救助手当

　　　　　　　主 な 支 給 対 象 職 員

救急出動し、患者等を搬送した職員（午後10時〜翌日午前５時）

清掃工場及び伊東クリーンセンターの業務従事職員

市税、保険税事務従事者

特別救助隊員

　　　　支　給　単　価

1回につき1人200円（300円）

日勤１日150円、夜勤１夜700円

月額1,000円

月額1,500円

支給対象職員数

807人

国の制度（支給率)

1％

1億9,107万円

233,022円

伊東市

国

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

※一般行政職員の学歴別給料月額です。経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している年数のことです。

※支給率は、19年10月から3％となっています。

※18年4月の本市のラスパイレス指数は100.0です（県内各市の平均は97.1）。
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の、地方公務員の給与水準を示す指数です。

給料(本俸)

市県民税 所　得　税 共済掛金等 控除総額

扶養手当 地域手当 通勤手当 住居手当 支給総額

内
　
訳

給料月額 扶養手当 地域手当 合　　計 年　　齢

区　　　分

169,800円

142,800円

170,200円

138,400円

193,800円

164,800円

183,800円

148,000円

276,600円

245,700円

—　　

—　　

311,100円

283,700円

—　　

—　　

351,200円

318,100円

—　　

—　　

初任給 経験年数２年 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

650万円47.5億円12.5億円5.9億円29.1億円731人

エ　扶養手当（平成19年4月1日現在）

支給総額（18年度）

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度）

　　　　　　　区　　　　　　　　分

配偶者

配偶者以外の扶養親族のうち2人までの各１人

扶養親族でない配偶者がある場合、そのうち１人

配偶者のない職員の扶養親族のうち１人

その他の扶養親族

満16歳の年度初めから満23歳の年度末までの子１人につき

9,462万円

226,906円

支　給　額

13,000円

6,000円

6,500円

11,000円

6,000円

加算5,000円

※この支給例は、一般行政職の
平均年齢である42歳の職員（大
卒後直ちに採用）が、「4人家
族(妻と子ども２人を扶養）で、
川奈駅近くの自宅から車で通
勤している」と仮定して、6月
に支給された給与を示したも
のです。

　共済掛金は、健康保険と厚生
年金、介護保険などの掛金を
合わせたものに相当します。

新規採用職員への辞令交付 
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カ　通勤手当（平成19年4月1日現在）

支給総額（18年度）9,765万円・支給職員1人当たり平均支給年額（18年度）119,091円

内容と支給単価 国　の　制　度

【交通機関利用者】

最高支給限度額なし

【交通用具使用者】

片道４㎞未満 4,000円

片道４㎞以上６㎞未満 6,000円

片道６㎞以上８㎞未満 8,000円

片道８㎞以上10㎞未満 10,000円

片道10㎞以上12㎞未満 12,000円

片道12㎞以上14㎞未満 14,000円

片道14㎞以上16㎞未満 16,000円

片道16㎞以上20㎞未満 18,000円

片道20㎞以上25㎞未満 19,000円

片道25㎞以上 20,000円

※通勤用として勤務地付近に駐車場を

　借りている職員には、8,000円を限度

　に駐車場代金相当額を支給

【交通機関利用者】

最高支給限度額 55,000円

【交通用具使用者】

片道５㎞未満 2,000円

片道５㎞以上10㎞未満 4,100円

片道10㎞以上15㎞未満 6,500円

片道15㎞以上20㎞未満 8,900円

片道20㎞以上25㎞未満 11,300円

片道25㎞以上30㎞未満 13,700円

片道30㎞以上35㎞未満 16,100円

片道35㎞以上40㎞未満 18,500円

片道40㎞以上45㎞未満 20,900円

片道45㎞以上50㎞未満 21,800円

片道50㎞以上55㎞未満 22,700円

片道55㎞以上60㎞未満 23,600円

片道60㎞以上 24,500円

【併用者（交通機関と交通用具）】

最高支給限度額 55,000円

※新幹線等利用者は20,000円を限度に

　加算あり

※退職手当１人当たりの平均支給額は、18年度の退職者42人のうち40人に支給された
　平均額です。支給率とその他の加算措置は、国に準じた制度となっています。

※市長の給料は、19年９月末で特例減額期間が終わり、10月から807,000
　円になります

※19年10月から、【その他】3,000円は廃止しました。

オ　住居手当（平成19年4月1日現在）

キ　管理職手当（平成19年4月1日現在）

(7)　期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成19年4月1日現在）

支給総額（18年度）9,554万円・支給職員1人当たり平均支給年額（18年度）116,521円

内容と支給単価 国　の　制　度

【借家・借間居住者】

支給対象者　9,000円を超える家賃

　　　　　　を支払っている職員

　全額支給限度額 11,000円

　2分の1加算限度額 16,000円

　最高支給限度額 27,000円

【自宅居住者】

　世帯主の場合 5,500円

　（新築・購入後5年間1,500円加算）

【その他】 3,000円

【借家・借間居住者】

支給対象者　12,000円を超える家賃

　　　　　　を支払っている職員

　全額支給限度額 11,000円

　2分の1加算限度額 16,000円

　最高支給限度額 27,000円

【自宅居住者】

　世帯主の場合 2,500円

　（新築・購入後５年間に限る）

１人当たり平均支給額（18年度）　　　176万円

 期末 勤勉

 ６月期 1.4月分 0.725月分

 12月期 1.6月分 0.725月分

 計　 3.0月分 1.45月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　あり

伊
東
市

国

県

【部長職】　給料月額の14％

【参事職】　給料月額の12％

【課長職】　給料月額の10％

　特別調整額として８％〜

25％を支給

　給料月額の６％〜25％を

支給

１人当たりの平均支給額（18年度）

　　自己都合・死亡1,677万円　勧奨・定年2,780万円

　（支給率） 自己都合 勧奨・定年

 勤続20年 23.50月分 30.55月分

 勤続25年 33.50月分 41.34月分

 勤続35年 47.50月分 59.28月分

 最高限度額 59.28月分 59.28月分

　その他の加算措置　

　　職責に応じた調整額の加算　　あり

　　定年前早期退職特例措置（2〜20%加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

退
　
職
　
手
　
当

支給総額（18年度）　3,126万円

支給職員１人当

たり平均支給年　　601,198円

額（18年度）

(8)　特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）

区　分

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給料・報酬月額

766,650円

703,000円

413,000円

380,000円

351,000円

期　末　手　当

（支給割合）

６月期　1.6月分

12月期　1.7月分

　計　　3.3月分

45％加算あり

行財政改革に関する研修会 

災害対策本部で災害に備える 
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※保育園、夜間救急医療センター、図書館、消防署などは、変則勤務です。

(1)　勤務時間の状況（一般職員の標準的なもの） (2)　年次有給休暇の取得状況（平成18年）

１週間の

勤務時間

40時間

開始時刻

8時30分

終了時刻

17時15分

休息時間

12時〜12時15分

17時〜17時15分

休憩時間

12時15分〜13時

(1)　職員研修の実施状況（平成18年度）

派遣研修

自治大学校派遣

建設研修センター派遣

庁内集合研修

人事交流

自己啓発支援

特別研修

国派遣

(1)　分限処分

　分限処分とは、職員がその職務を十分に果たし得ない場

合などに、本人の意に反して行う処分です。例えば、６か

月を超える病気療養の際に行います。

　18年度は、休職処分を受けた職員が、市長部局で１人い

ました。

(2)　懲戒処分

　懲戒処分とは、職員の一定の服務義務違反に対して、道

義的責任を追及するために行う処分です。

　18年度は、停職処分を受けた職員が、市長部局で１人い

ました。

　職員には、地方公務員法の規定により、次のような職務

上の義務があります。

・職務に専念する義務

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務

・信用失墜行為の禁止

・秘密を守る義務

・政治的行為等の制限

・争議行為等の禁止

・営利企業等の従事制限

21人

1人

1人

615人

1人

23人

306人

1人

専門機関での研修により、高度な専門的知識や技能を習得する。

中堅幹部として必要な行政管理の諸問題の習得や、資質と意識の向上を図る。

建設業の諸問題に対処し、事業を円滑・適正に実施する能力を身に付ける。

業務遂行に必要な知識の習得や問題解決能力の向上、公務員倫理の確立を目指す。

県との交流事業により、県・市間の情報交換、幅広い知識や視野の拡大を図る。

通信教育などによる職員の自主的な研修活動を支援する。

自分で研修を企画し、行政課題にかかわる事項を調査・研究し、見聞を広める。

全国的な行政での実務を通じ、有能な人材を育成する。（経済産業省に２年派遣）

育児休業（人) 部分休業（人)

事　業　の　概　要参加人数事　業　名

(4)　育児休業等の取得状況（平成18年度）

市長部局等

教育委員会

水道企業

消防本部

　　計

総付与日数

総取得日数

対象職員数

平均取得日数

31,396.4日

8,273.6日

820人

10.1日

男性

-

-

-

-

-

女性

5

7

-

-

12

男性

-

-

-

-

-

女性

-

-

-

-

-

区　分

(3)　特別休暇制度等の概要（平成19年4月1日現在）

休暇の種類

療養休暇

産前休暇

産後休暇

特別休暇

(主なもの)

介護休暇

　　　　　　付　与　日　数　・　期　間　など

負傷または疾病のため、医師の証明に基づき療養を要すると認定

した場合、必要と認められる期間

出産予定日の8週間前の日から出産の日までの期間

出産の日の翌日から8週間を経過する日までの期間

夏季休暇⋯３日以内

忌引休暇⋯配偶者＝10日、父母・子＝７日、

　　　　　兄弟・祖父母等＝3日、伯・叔父母・曽祖父母等＝1日

結婚休暇⋯10日以内

看護休暇⋯７日以内

介護を必要とする状態が続くごとに、連続する６か月以内

(2)　勤務成績の評定の状況（平成18年度）

　　全職員を対象として、昇給期と6月・12月に勤務成績評定を行い、

　昇給の可否の決定、勤勉手当の成績率に反映させています。

３　勤務時間その他の勤務条件の状況

６　研修及び勤務成績の評定の状況

４　分限及び懲戒処分の状況 ５　服務の状況
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９　公平委員会の業務の状況

８　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

７　福祉及び利益の保護の状況

※12年の定員適正化計画の職員数が前年に比べて10人増えた要因は、国体の開催、病院事業課の新設など、業務の増によるものです。

(1)　定期健康診断の実施状況（平成18年度）

(3)　その他主な福利厚生事業の概要（平成18年度）

(2)　平成22年４月１日現在における定員の数値目標

(3)　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

（平成９年からの職員数の推移、単位：人）

（一般行政部門の定員適正化の進捗状況、単位：人）

一般行政

特別行政

公営企業等

　合　計

区　　　分 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年

581

4

276

△2

114

1

971

3

581

0

274

△2

114

0

969

△2

579

△2

266

△8

108

△6

953

△16

561

△18

262

△4

107

△1

930

△23

545

△16

255

△7

110

3

910

△20

535

△10

250

△5

97

△13

882

△28

526

△9

249

△1

96

△1

871

△11

508

△18

248

△1

94

△2

850

△21

職員数　Ａ

対前年増減数

職員数　Ｂ

対前年増減数

職員数　Ｃ

対前年増減数

職員数Ａ＋Ｂ＋Ｃ

対前年増減数

部　門

〔被服の貸与〕

　　職員の勤務条件と業務効率の向上を図るため、現業的業務に従事する

　職員等に対して、作業衣等を貸与しました。　2,230,000円

〔互助会の運営〕

　　互助会事業助成費を支出しました。　　　　9,290,000円

一般検診

（35歳未満）

一般検診

（35歳以上）

(2)　公務災害等の認定状況（平成18年度）

区　　分

　公務災害

　通勤災害

　　 計

6

‐

6

1

‐

1

‐

‐

‐

2

‐

2

9

‐

9

対象人数

受診人数

受診率

対象人数

受診人数

受診率

265人

206人

77.7%

557人

327人

58.7%

　　全部門の職員数は、17年４月１日現在835人を52人・6.23％

　減らして、783人とする。

(1)　定員適正化計画（数・率）

計画期間

数値目標

ア　勤務条件に関する措置の要求の状況（平成18年度）

　　　該当なし

イ　不利益処分に関する不服申立ての状況（平成18年度）

　　　該当なし

消防本部水道企業教育委員会市長部局等 計

認
定
︵
件
︶

一般行政

定員適正化

計画

区　　　分 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年

581

4

575

6

581

0

573

8

579

△2

566

13

561

△18

576

△15

545

△16

574

△29

535

△10

570

△35

526

△9

566

△40

508

△18

564

△56

495

△13

249

1

91

△3

835

△15

18年

487

△8

248

△1

85

△6

820

△15

495

△13

495

0

18年

487

△8

488

△1

職員数　Ａ

対前年増減数

職員数　Ｂ

達成状況Ａ−Ｂ

部　門

平成17年４月１日〜22年３月31日

17年４月１日現在の一般行政職員495人を22年４月１日現在450人

とする（45人・9.09％の減）。

行政協力委員等表彰式
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受
賞
者
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

◇
25
年
表
彰

　
松
原
・
湯
端
町
　
杉
崎
勝
博

◇
20
年
表
彰

　
松
原
・
湯
端
町
　
大
川
起
作

◇
15
年
表
彰

　
松
原
・
寺
山
町
　
浦
崎
秀
明

　
玖
須
美
・
湯
端
町
　
宮
城
立
子

　
　
城
星
町
　
荒
木
田
六
郎

　
川
奈
・
宮
町
　
坂
下
秀
明

　
吉
田
・
新
町
２
　
伊
代
野
裕
男

◇
10
年
表
彰

　
湯
川
・
３
丁
目
　
野
村
司
朗

　
　
３
丁
目
　
鈴
木
博
一

　
　
５
丁
目
　
石
井
源
治

　
　
５
丁
目
　
木
梨
勝

　
　
７
丁
目
　
佐
野
克
己

　
　
７
丁
目
　
鷲
田
大
八
郎

　
松
原
・
上
町
　
星
屋
伸
夫

　
　
上
町
　
鈴
木
博

　
　
伊
勢
町
　
鈴
木
至

　
　
猪
戸
２
丁
目
　
小
林
隆
治

　
　
猪
戸
５
丁
目
　
里
見
昿

　
　
辰
田
町
　
島
田
請
次

　
玖
須
美
・
長
美
代
町

　
　
佐
藤
勝
巳

　
岡
・
上
の
坊
　
杉
田
安
雄

　
　
温
泉
橋
　
井
出
清

　
川
奈
・
小
室
４
丁
目
　
富
岡
勇

　
宇
佐
美
・
峰
１
　
稲
葉
猪
一
郎

　
富
戸
・
松
尾
　
鶴
田
宝
樹

　
八
幡
野
・
下
町
　
青
木
久
夫

　
あ
る
日
突
然
、
は
が
き
や
メ
ー

ル
、
電
話
で
、
身
に
覚
え
の
な
い

債
務
︵
借
金
︶
の
返
済
を
請
求
さ

れ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
請
求

に
対
し
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら

か
ら
相
手
に
連
絡
を
と
る
な
ど
し

て
、
電
話
番
号
な
ど
新
た
な
情
報

を
伝
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付

す
る
お
金
が
あ
る
と
言
っ
て
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
口
座
に
あ
る

お
金
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
手
口

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
口
に

よ
り
、
実
際
に
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
、
お
か
し
い
な
？

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
、
問

い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
消
費
生
活
苦
情
相
談

日
時
　
毎
週
月
曜
日
13
時
〜
15
時

会
場
　
環
境
防
災
課
会
議
室
︵
市

役
所
高
層
棟
２
階
︶

◇
電
話
に
よ
る
相
談
の
受
け
付
け

警
察
相
談
専
用
電
話

☎
０
５
４
︵
２
５
４
︶
９
１
１
０

か
♯
９
１
１
０
︵
プ
ッ
シ
ュ
回

線
の
み
︶

伊
東
警
察
署
警
務
課
相
談
係

　
☎
（38）
０
１
１
０

静
岡
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

熱
海
県
民
相
談
室

　
☎
（82）
２
２
９
９

t

環
境
防
災
課

　
☎
内
線
２
４
３
４

　
警
察
は
、
年
末
の
時
期
に
多
発

が
懸
念
さ
れ
る
強
盗
、
ひ
っ
た
く

り
な
ど
の
各
種
犯
罪
の
警
戒
を
強

化
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
普
段

か
ら
次
の
こ
と
を
意
識
し
て
、
ま

ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
ひ
っ
た
く
り
犯
に
狙
わ
れ
や
す

い
人

・
女
性
、
高
齢
者

・
車
道
側
に
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
１

人
で
歩
い
て
い
る
人

・
携
帯
電
話
で
話
や
メ
ー
ル
を
し

て
い
る
人

・
自
転
車
の
前
か
ご
に
無
造
作
に

バ
ッ
グ
を
入
れ
て
い
る
人

・
後
ろ
か
ら
バ
イ
ク
が
近
づ
い
て

も
振
り
向
か
な
い
人

◇
狙
わ
れ
や
す
い
場
所
や
状
況

・
人
や
車
の
通
り
が
少
な
い
場
所

・
歩
道
と
車
道
の
区
別
が
な
い
道

路
・
電
車
な
ど
の
騒
音
が
大
き
い
場

所
・
傘
を
さ
し
て
い
る
時

◇
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

・
バ
ッ
グ
は
た
す
き
掛
け
に
す
る

・
バ
ッ
グ
は
車
道
の
反
対
側
に
持

つ
・
自
転
車
の
前
か
ご
に
、
ひ
っ
た

く
り
防
止
ネ
ッ
ト
を
つ
け
る
か
、

バ
ッ
グ
の
上
に
雑
誌
や
新
聞
を

乗
せ
る

t

伊
東
地
区
防
犯
協
会

　
☎
（38）
１
０
８
０

10月17日㈬、平成19年度行政協力委員等表彰式を

行いました。長く町内会役員を務めた皆さんを表彰

し、感謝状を贈りました。

t秘書広報課　d内線２２２３

平成19年度 

行政協力委員等表彰式行政協力委員等表彰式
市政へのご協力に感謝します 

ご注意ください 

強盗 

ひった 
くり 

還付金 
詐欺 

振り込め 
詐欺 

年
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す 

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら 

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

 

〜
12
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
〜

〜
12
月
は
消
費
者
月
間
〜

13 2007.12

伊東市の 行政の 
　あらまし 

人 事 
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イータ君 

年
末
調
整
の
手
続
き
方
法

〜
給
与
所
得
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

年
末
調
整
の
注
意
事
項

①
扶
養
家
族
等
の
収
入
の
確
認

　
扶
養
控
除
等
申
告
書
や
配
偶

者
特
別
控
除
申
告
書
を
勤
務
先

に
提
出
す
る
際
は
、
扶
養
家
族

や
配
偶
者
の
今
年
１
年
間
の
収

入
金
額
を
正
確
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
例
年
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
給
与
や
年
金
の
収

入
金
額
の
確
認
漏
れ
な
ど
に
よ

り
、
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
社
会
保
険
料
控
除
の
証
明
書
の

添
付

　
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
平
成
19
年
中
に
支
払
い
を

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
勤
務
先
に

提
出
す
る
保
険
料
控
除
申
告
書

に
記
入
し
、
証
明
書
を
添
付
す

る
か
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
︵
損

害
保
険
料
控
除
の
改
組
︶

　
地
震
等
災
害
に
よ
っ
て
、
居

住
用
家
屋
・
生
活
用
動
産
に
生

じ
た
損
失
を
て
ん
補
す
る
保
険

金
・
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
損

害
保
険
契
約
な
ど
の
保
険
料
・

掛
け
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
地

震
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
控
除
額
は
、
最
高
５
万
円

で
す
。

　
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
の

う
ち
、
18
年
12
月
31
日
ま
で
に

契
約
さ
れ
た
長
期
損
害
保
険
料

な
ど
は
、
経
過
措
置
と
し
て
19

年
以
降
も
控
除
で
き
ま
す
。
控

除
額
は
最
高
１
万
５
０
０
０
円

で
す
。
地
震
保
険
料
控
除
と
合

わ
せ
た
控
除
額
は
、
合
計
５
万

円
ま
で
で
す
。

④
定
率
減
税
の
廃
止

19
年
分
の
所
得
税
の
定
率
減
税

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

年
末
調
整
の
再
調
整

　
年
末
調
整
が
終
わ
っ
た
後
に
各

種
控
除
の
額
が
変
わ
っ
た
場
合
、

19
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

が
交
付
さ
れ
る
20
年
１
月
末
日
ま

で
は
、
再
調
整
︵
や
り
直
し
︶
が

で
き
ま
す
。
勤
務
先
の
担
当
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
︵
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
︶
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
源
泉
所
得
税
の
毎

月
納
付
も
で
き
ま
す
。
便
利
な
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
、

w
w
w
.e
-
ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

で
す
。

t

熱
海
税
務
署

　
☎
（81）
３
５
１
５

難
病
患
者
見
舞
金
の
支
給

　
12
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
県
か
ら
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
か
被
爆
者
健
康
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
に
、
難

病
患
者
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間
　
12
月
３
日
㈪
〜
17
日

㈪
受
付
場
所
　
社
会
福
祉
課
窓
口

︵
市
役
所
低
層
棟
１
階
︶
、
各

出
張
所
、
連
絡
所

申
請
方
法
　
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
か
被
爆
者
健
康
手
帳
︵
写

し
︶
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
受
付

場
所
に
来
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

で
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
１
７

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

　
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
が
、
扶

養
し
て
い
る
お
子
さ
ん
を
高
校
や

大
学
な
ど
に
就
学
さ
せ
る
た
め
に
、

必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
ま

す
。

修
学
資
金
⋯
通
学
す
る
た
め
に
必

要
と
す
る
授
業
料
な
ど
の
費
用

を
、
継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

就
学
支
度
資
金
⋯
高
校
や
大
学
な

ど
に
入
学
す
る
際
、
直
接
必
要

と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入
に
要

す
る
費
用
を
、
入
学
時
に
１
回

だ
け
貸
し
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
　
12
月
３
日
㈪
〜
14
日

㈮
に
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
に
は
連
帯
保
証
人
が
必
要
で

す
。
面
接
は
、
12
月
19
日
㈬
13

時
か
ら
市
役
所
４
階
中
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

t

児
童
課

　
☎
内
線
２
５
４
４

市役所の電話番号 
0557-

36-0111

広報いとう 14
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木
下
杢
太
郎
生
家
の
改
修

〜
平
成
19
年
12
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
〜

市
内
に
現
存
す
る
最
古
の
民
家

　
木
下
杢
太
郎
の
生
家
は
、
天
保

６
年
︵
１
８
３
５
年
︶
に
建
て
ら

れ
、
市
内
に
現
存
す
る
最
古
の
民

家
で
す
。
伊
東
の
代
表
的
文
化

人
・
木
下
杢
太
郎
︵
本
名
・
太
田

正
雄
︶
が
生
ま
れ
た
家
と
し
て
、

市
指
定
文
化
財
︵
史
跡
︶
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
創
建
か
ら

１
７
０
年
ほ
ど
が
経
ち
、
建
物
の

傷
み
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

創
建
当
時
の
姿
に
配
慮
し
な
が
ら

補
修
と
耐
震
補
強
工
事
を
し
ま
す

　
こ
う
し
た
部
分
の
補
修
と
耐
震

補
強
工
事
を
兼
ね
た
根
本
修
理
を
、

平
成
19
年
12
月
か
ら
21
年
３
月
ま

で
の
間
に
行
い
ま
す
。

　
骨
組
み
以
外
の
部
分
を
解
体
す

る
﹁
半
解
体
修
理
﹂
と
し
て
、
文

化
財
修
復
の
技
術
を
用
い
た
工
事

を
行
い
ま
す
。
現
在
使
わ
れ
て
い

る
木
材
を
、
で
き
る
限
り
補
修
し

て
再
利
用
し
、
壁
の
色
を
着
色
す

る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
建
物
の

雰
囲
気
を
残
し
ま
す
。
屋
根
を
ト

タ
ン
葺
き
か
ら
金
属
瓦
製
に
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
を
つ
ち
土
間

風
に
し
て
、
創
建
当
時
の
姿
に
近

づ
け
る
作
業
も
行
い
ま
す
。

改
修
期
間
中
で
も
記
念
館
は

ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
改
修
期
間
中
は
、
生
家
部
分
の

見
学
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
記
念
館

部
分
は
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
貴
重

な
文
化
財
を
後
世
に
永
く
伝
え
る

た
め
の
工
事
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t

生
涯
学
習
課

　
☎
内
線
２
８
４
３

市
制
施
行
60
周
年
記
念

城
ヶ
崎
海
岸
の
松
林

景
観
保
全
の
植
樹
祭
を
開
催

　
城
ヶ
崎
海
岸
の
自
然
環
境
と
景

観
は
、
本
市
の
観
光
資
源
で
あ
り
、

貴
重
な
財
産
で
す
。
城
ヶ
崎
海
岸

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
松
林
の
保
護

と
再
生
を
進
め
る
た
め
、
市
制
施

行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
松
苗
の

植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
２
日
㈰
10
時
〜
11

時
場
　
所
　
城
ヶ
崎
海
岸
の
門
脇
吊

り
橋
付
近

内
　
容
　
地
元
の
関
係
者
・
小
学

生
、
城
ヶ
崎
海
岸
の
松
と
自
然

環
境
を
守
る
会

の
関
係
者
、
県

・
市
の
関
係
者

な
ど
が
参
加
し
、

抵
抗
性
ク
ロ
マ

ツ
４
年
木
を
植

樹
し
ま
す
。

t

産
業
課

　
☎
内
線
２
７
３
３

年
末
年
始
の

ご
み
の
収
集
と
搬
入

　
年
末
の
ご
み
は
、
出
し
忘
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
、
計
画
的
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
収
集

　
12
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
・
１
月

４
日
㈮
は
、
市
内
全
域
で
、
も
え

る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
午
前
８

時
30
分
ま
で
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
え

な
い
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
12
月
31
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈭
は
、

ご
み
を
収
集
し
ま
せ
ん
。
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
７
日
㈪
か
ら
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

◇
自
己
搬
入

　
ご
み
の
自
己
搬
入
は
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

・
も
え
る
ご
み
⋯
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
☎
（35）
０
５
３
０

・
も
え
な
い
ご
み
⋯
御
石
ヶ
沢
清

掃
工
場
、
御
石
ヶ
沢
最
終
処
分

場
☎
（47）
２
６
７
５

　
受
付
日
時
は
、
12
月
29
日
㈯
・

30
日
㈰
８
時
30
分
〜
正
午
・
13
時

〜
16
時
で
す
。

　
１
月
４
日
㈮
か
ら
、
通
常
ど
お

り
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
搬
入
す
る
時
は
、
カ
ン
・
び

ん
・
金
属
な
ど
に
分
別
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

t

美
化
推
進
課

　
☎
内
線
２
４
７
２

木下杢太郎の生家 

◇収集の日程

◇自己搬入の日程

月　日 12/29㈯ 12/30㈰
12/31㈪
〜1/3㈭

１/４㈮

もえるごみ

もえないごみ

○ ○ × ○

× × × ×

月　日 12/29㈯ 12/30㈰
12/31㈪
〜1/3㈭

１/４㈮

もえるごみ

もえないごみ

○ ○ × ○

○ ○ × ○
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日　時　12月15日㈯

　14時〜15時

会　場　生涯学習センター中

央会館３階視聴覚室

対　象　幼児から大人まで

定　員　120人程度

入場料　無料（事前の申し込

みは不要です）

プログラム　「聞きましょう

　歌いましょう」‐おばあ

ちゃんやおかあさんが　子

どものころ　うたった歌や

詩‐、大型絵本「にじいろ

のさかな」、大型紙芝居

「くれよんさんのけんか」

などを予定

※駐車場が満車の場合は、シ

ニアプラザ桜木の隣の駐車

場を利用してください。

　来年１月から、大室高原自

治町内会館が巡回場所に加わ

ります。巡回日時は第２・４

火曜日14時10分〜40分です。

t伊東図書館　☎36-7433

いとうとしょかん
ふゆのおはなし会

移動図書館
巡回場所が増えます

い
と
う 健
康 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

◇
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

図
書
館
革
命

有
川
　
　
浩

魔
物

大
沢
　
在
昌

青
色
讃
歌

丹
下
　
健
太

肝
心
の
子
供

磯
崎
憲
一
郎

中
原
の
虹
　
第
４
巻

浅
田
　
次
郎

晩
鐘
　
続
泣
き
の
銀
次

宇
江
佐
真
理

靖
国
へ
の
帰
還

内
田
　
康
夫

星
へ
落
ち
る

金
原
ひ
と
み

ゴ
ッ
ド
ス
タ
ー

古
川
日
出
男

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー

伊
坂
幸
太
郎

神
書
板
刻

澤
田
ふ
じ
子

６
４
︵
ロ
ク
ヨ
ン
︶

横
山
　
秀
夫

ツ
ボ
師
染
谷
病
帖

山
本
　
一
力

篤
姫
の
生
涯

宮
尾
登
美
子

人
間
関
係

五
木
　
寛
之

新
十
戒

シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

ナ
ツ
メ
グ
の
味

ジ
ョ
ン
・
コ
リ
ア

◇
そ
の
他

Ｉ
Ｑ
っ
て
ホ
ン
ト
は
何
な
ん
だ
？

﹁
伊
豆
の
海
﹂
海
中
大
図
鑑
　

明
治
時
代
の
人
生
相
談

羊
毛
で
作
る
フ
ェ
ル
ト
の
バ
ッ
グ
と
雑
貨

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
パ
ン
ケ
ー
キ
デ
イ
ズ

◇
児
童
書
・
絵
本

オ
リ
ビ
ア
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
て
つ
だ
い

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
　
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ

14
ひ
き
の
も
ち
つ
き

いとうとしょかん
ふゆのおはなし会

移動図書館
巡回場所が増えます

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意

　
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
早

め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機

関
は
、
広
報
い
と
う
10
月
号
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上

の
人
に
は
、
公
費
負
担
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。



ま
た
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ

け
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防

を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

・
人
ご
み
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
を
着
け
る

・
う
が
い
と
手
洗
い
を
す
る

・
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

・
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
は
、
周
り

の
人
も
予
防
に
気
を
つ
け
る

地
域
食
育
講
座

　
離
乳
食
の
開
始
〜
完
了
︵
２
回

食
〜
３
回
食
︶
の
教
室
で
す
。
離

乳
食
の
作
り
方
や
取
り
分
け
方
、

保
存
方
法
な
ど
を
実
習
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
11
日
㈫
10
時
か
ら

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
荻

会
館

対
　
象
　
離
乳
食
時
期
の
乳
幼
児

と
保
護
者

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み
　
11
月
21
日
㈬
〜
12
月

４
日
㈫
に
電
話
で
。

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
身

体
計
測
、
育
児
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
21
日
㈮
９
時
15
分

〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
18
年
12
月
、
19
年

１
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご

家
族

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
お

も
ち
ゃ

申
し
込
み
　
11
月
26
日
㈪
〜
12
月

７
日
㈮
に
電
話
で
。

開館時間　９時30分〜18時
休 館 日　月曜日・23日A・28日F〜30日A

t図書館　d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない場合
　もあります。ご了承ください。

今月の

　新着予定図書
今月の

　新着予定図書

知って得する 

健康情報 
知って得する 

健康情報 
申し込み・お問い合わせは・・・
保健福祉センター（健康推進課）
d37-6321または
d36-0111 内線2565〜2567へ
※土日祝日を除く

広報いとう 16



い
と
う

い
と
う 健
康
健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク 

専
門
的
な
甲
状
腺
外
来
を

開
設
し
て
い
ま
す

　
本
院
は
、
甲
状
腺
疾
患
の
専
門

外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
診
療

は
、
外
科
部
長
の
わ
た
し
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
と
は
、
首

の
中
央
全
面
、
い
わ
ゆ
る
の
ど
仏

の
下
に
あ
る
ハ
ー
ト
型
の
臓
器
で

す
。
代
謝
︵
元
気
の
具
合
︶
を
調

節
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て
い

ま
す
。
甲
状
腺
の
病
気
は
、
ホ
ル

モ
ン
の
異
常
を
示
す
疾
患
︵
バ
セ

ド
ウ
病
、
橋
本
病
な
ど
︶
と
、
し

こ
り
︵
良
性
腫
瘤
、
が
ん
な
ど
︶

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
甲
状
腺
の
専
門
医
は
少
な
い
た

め
、
限
ら
れ
た
専
門
病
院
に
患
者

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も

診
療
を
担
当
し
て
い
る
甲
状
腺
専

門
の
伊
藤
病
院
︵
東
京
表
参
道
︶

は
、
遠
方
か
ら
の
受
診
者
が
多
く
、

中
に
は
通
い
切
れ
な
い
人
も
見
ら

れ
ま
す
。
伊
豆
地
域
か
ら
の
受
診

者
も
多
く
、
以
前
か
ら
、
伊
豆
地

域
で
の
甲
状
腺
専
門
外
来
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
幸
い
、
市
民

病
院
で
甲
状
腺
外
来
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
甲
状
腺
の
診
療

時
間
は
、
月
曜
日
13
時
か
ら
で
す
。

初
診
は
、
月
曜
日
と
金
曜
日
の
午

前
の
外
科
外
来
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
甲
状
腺
が
腫
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
人
、
健
診
な
ど
で
甲

状
腺
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
人
は
、

こ
の
身
近
に
あ
る
甲
状
腺
外
来
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

t

市
立
伊
東
市
民
病
院

　
☎
（37）
２
６
２
６

い
と
う 健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク 

︱
市
民
病
院
の

　
　
お
医
者
さ
ん
の
話
︱

No.8

外科部長　北村裕先生 

　
地
球
の
平
均
気
温
は
、
約
15
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭

素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物

が
生
き
や
す
い
状
態
で
保
た
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
急
激
な
増
加
に
伴

い
、
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
異
常
気
象
が
増
え
、
動
植
物
の

生
息
分
布
が
変
わ
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
は
、
自
然
や
人
間

社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続

く
と
、
地
球
の
平
均
気
温
は
、
２

１
０
０
年
に
は
最
大
６
度
上
昇
す

る
と
い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
北
極
な
ど
の
氷
が
溶
け

て
、
海
面
水
位
が
最
大
90
㎝
上
昇

し
ま
す
。
日
本
で
は
砂
浜
の
90
％

が
失
わ
れ
、
洪
水
や
暴
風
時
の
高

潮
に
よ
る
被
害
も
増
大
し
ま
す
。

ま
た
、
気
温
の
変
化
に
伴
い
、
次

の
よ
う
な
影
響
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
既
に
起
き
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
異
常
気
象
の
発
生
が
増
え
る
。

・
動
植
物
の
生
息
分
布
が
変
わ
る
。

・
農
産
物
や
水
産
物
が
減
る
。

・
熱
射
病
や
熱
帯
性
の
伝
染
病
が

増
え
る
。

◇
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
二
酸
化
炭
素
は
、
石
油
や
石
炭

を
燃
や
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
す
時
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
産
業

や
技
術
が
発
展
し
、
生
活
が
便
利

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
二
酸
化
炭
素
の
約
４
分
の
１
は
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
を
動
か
す
電
気
を
生
み

出
す
た
め
に
、
発
電
所
か
ら
二
酸

化
炭
素
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
が
使
っ
て
い
る
家
電
製
品

が
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
使
っ
て
い
な
い

家
電
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い

た
り
、
照
明
を
こ
ま
め
に
消
し
た

り
し
て
、
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

－12月は地球温暖化防止月間－ 

地球の温暖化が進むと 
どうなるの？ 

湯のまち 
伊東のできごと 

　伊東温泉に今も息づく芸妓文化。芸妓衆
が、艶やかな舞いを披露しました。

11月４日㈰
豊楽踊り

　西小学校児童による校歌斉唱、献歌、献
句、献花、記念講演などが行われ、木下杢
太郎をしのびました。

10月７日㈰
杢太郎祭

知って得する 

健康情報 

t環境防災課　☎内線２４８４

－12月は地球温暖化防止月間－ 

地球の温暖化が進むと 
どうなるの？ 
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Mind
t生涯学習センター中央会館 d36-5411 !36-4166

　このコーナーは、皆さんの生涯学習情報の交

換のお手伝いをしています。内容に関するお問

い合わせは、直接、代表者か連絡先まで。

新規会員を募集します

《どんぐり親子体操クラブ》

代表者　土屋輝美　☎38-8585
連絡先　吉田眞紀子　☎37-1738
活動場所　大原武道場

活動日時　毎月第２・４水曜日13時30分から

会　費　毎月500円（子どもが１人増えるごと

にプラス100円、保険料込み）

会員数　親17人、子ども26人

内　容　親子での体操や季節に合ったイベント

などを、講師を招いて開催しています。集団

の中で子どもを遊ばせながら、体力の向上や

心豊かなはぐくみを目的に、楽しく活動して

います。親同

士の交流の場

にもなってい

ます。体験入

会（無料）に、

ぜひ来てみて

ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生涯学習課からのお願い

「まなびのとびら」（伊東市生涯学習情報誌）

のリニューアル版として、2008〜2009年版

の作成準備をしています。

　市民の皆さんからの要望を受け、今回から各

団体（サークル、グループなど）の代表者や連

絡先を掲載します。会の情報や開催日時を直接

聞けるなどの工夫をし、幅広く市民の皆さんの

生涯学習活動に寄与できるように、進めていま

す。市内で活動している各種サークルやグルー

プの皆さん、「市民の皆さんに情報発信をした

い」「会員を募集しています」など、掲載を希

望する場合は、12月14日㈮までに情報をお寄

せください。なお、営利を目的としている会や

教室は除きます。

　このコーナーに、新規会員の募集や今の活動

状況の紹介などの掲載を希望する各種団体やサ

ークルも募集していま

す。掲載を希望する人

は、生涯学習センター

中央会館「ワクワク伝

言板係」☎36−5411
に連絡してください。

※団体によっては、掲

載できない場合もあ

ります。

 

親子で楽しく活動しています 

佐々木さん宅の 
「夫婦杉」 

まなびのとびら 

皆さんの声をお聞かせください
皆さんからのおたよりを募集しています。広報いとうや市役所
に関して思うこと、「感謝の気持ち」「今になって謝りたいこ
と」など、お気軽におたよりをお寄せください。
はがき・封書に住所・氏名・年齢・電話番号と、ご意見を記入
し、市役所秘書広報課　おたより宝庫係（〒414-8555大原二
丁目1番1号）まで送ってください。FAX（36-1104）と
E-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーは、市民の皆さんからい
ただいたおたよりを紹介しています。 

　競輪界のトップ選手が集う、年に１度の開設記

念競輪が開催されます。スピードとスリルあふれ

るレースにご期待ください。

日　時　12月15日㈯〜18日㈫

　開門10時、１レース発走11時

会　場　伊東温泉競輪場

来場者サービス

▽先着1500人に、スピードくじを配ります。オ

リジナルトレーナーや伊東温泉競輪キャラクタ

ーのストラップなどが当たります。

▽先着1008人に、３連単車券を差し上げます。

▽お子さん連れの来場者に粗品を差し上げます。

▽最終日は、乗用車プレゼントがあります。

t競輪事業課　d内線２７５４

・「夫婦杉」に導かれるように

　３年ほど前、伊豆高原で家を建てるため

の土地を探していました。その時、今住ん

でいる場所を見つけたのですが、この場所

に決めたきっかけは、二股に分かれている

大きな杉の木でした。この木を見た途端、

迷わず「ここだ！」と思いました。何かこ

の木に吸い込まれるように、話が進んでい

ったような気がします。家が完成して、少

し落ち着いたころ、当時６年ほど付き合っ

ていた人と結婚することになり、子どもも

すぐに産まれました。

　ある日、わたしの家を訪れた知人に「こ

の杉の木は、夫婦岩ならぬ夫婦杉みたいだ

ね」なんて、冗談交じりに言われました。

そういえば、ここに家を建てることを決め

たのは、この木を見てか

らで、そこから結婚、子どもの誕生

と、次々と事が進んでいったのでし

た。ひょっとしたら、この杉の木に

後押しされたのかもしれません。妻

には「関係ないんじゃないの」と笑

われましたが、この二股の大きな杉

の木が、わたしに力を貸してくれた

ような気がしてなりません。

（佐々木丈夫さん）

開設57周年記念伊東温泉競輪

椿賞争奪戦（ＧIII）開催

広報いとう 18



芸術家の 

たち 
卵 芸術家の 

たち 
卵 Vol.47

Beautifu
l

Mind
Beautifu

l

Mind Vol.47

ビューティフルマインドは、市内に住む若い方
を紹介するコーナーです。お問い合わせは秘書
広報課（☎内線２２２３）まで。

（湯川）

・お仕事は何をしていますか

　市消防本部に消防士として勤務しています。厚木か

ら伊東に来て、２年目になります。消防士として火災

や事故の現場に出動することにあわせて、特別救助隊

の隊員として救助活動にも当たっています。

・この仕事を選んだきっかけは

　中学生のころ、親戚が亡くなった場に立ち会いまし

た。その時、人を助ける仕事をしたいと思いました。

・実際に働いてみてどうですか

　現場では、人の命がかかっていますので、一時も気

が抜けませんし、しっかりした体調管理が必要ですの

で、とても大変な仕事だと思います。でも、現場で声

をかけてもらえた時や、自分が訓練したことで力にな

れた時は、この仕事をしていてよかったと思います。

・趣味は何ですか

　アウトドア全般です。その中でも特に、オートバイ

に乗ることと釣りをすることが好きです。伊東の自然

を肌で感じられるのが、とても気持ちいいです。

・将来の目標を聞かせてください

　市民の皆さんのために、この仕事をがんばって、将

来、後輩に目標とされる消防士になりたいです。さら

に、消防は広域化になりますので、伊東市の枠を超え

て、たくさんの人の役に立ちたいです。

　少年の非行防止をテーマにした
作品です。建物の陰でたばこを吸
ったり、お酒を飲んだりしている
少年たちを、近くを通りかかった
おばさんが注意している場面です。
こんなふうに身近な大人がしっか
りと注意することが、少年の非行
防止のために大切だという思いを
込めて、描きました。 

県防犯協会連合会　地域安全運動 
ポスターコンクール　入選作品 

齋藤綾香さん 
伊東高校 

城ヶ崎分校１年 

火災から市民を守る消防団 
　消防団は、消防署と連携して、消防の任務に

当たっています。現在、市内に17個の分団が

設置され、506人の団員が活躍しています。火

災発生時は、多くの消防団員が出動して消火活

動をし、大きな消防戦力となっています。

◇冬期に夜警を行っています

　火災が多く発生する冬の時期に夜警を行って

います。今年は12月26日〜２月25日の夜間、

消防ポンプ自動車や徒歩で各地域を回ります。

◇団員を募集しています

　団員は、地域の住民で構成されています。

「自らの地域は自ら守る」ため、消防団に入団

して活躍しませんか。若い力

が求められています。

◇火災に対する心構え

　普段から火の元に注意する

ことにあわせて、近所のお年

寄りや子どもたちに気を配り、

万一の時の対応を考えてくだ

さい。

t消防総務課　☎38-0197
1秒でも早い消火の 

ために 

あだち　　ひろのり
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始12月3日㈪8時30分〜
　　011日㈫・26日㈬$ 【鳥井明典弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥08時45分〜11時30分
　　018日㈫$ 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥08時45分〜11時30分

■税務相談　＊先着6人
� 10日㈪� 【島田稔税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時
� 19日㈬� 【鈴木伸明税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■登記の相談　＊先着6人
� 6日㈭� 【鳥井重雄司法書士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜正午

■交通事故相談　＊要電話予約４人
� 3日㈪� 【県交通事故相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜15時
� 18日㈫� 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■行政相談
� 20日㈭� 【山本彰行政相談委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■人権相談
� 6日㈭� 【鈴木武子・安井宏之人権擁護委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■行政手続きと表示登記相談（相続関係・表示登記）
� 12日㈬� 【行政書士・土地家屋調査士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜正午

■警察の出張相談
� 12日㈬� 【警察署相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■暴力追放相談
� 25日㈫� 【㈶県暴力追放運動推進センター】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜15時

■市民相談要望
　　月〜金曜日　祝日除く（12/29〜1/3休み）【市相談担当】�‥0８時30分〜17時

■教育相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月〜金曜日　祝日除く（12/28〜1/4休み）　9時〜16時30分

■家庭児童相談
� ‥‥‥0U家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）児童課　☎内線2541
　　月〜金曜日　祝日除く（12/28〜1/3休み）10時〜16時0＊要予約0K中央児童館「はばたき」２階

■女性相談�＊月水金は、女性相談員が対応‥‥‥‥0U社会福祉課　☎ 内線2521
　　月〜金曜日　祝日除く　9時〜16時　K市役所低層棟１階社会福祉課

■心配ごと相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分〜16時

■保健相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　9時30分〜11時・13時〜14時

■消費生活苦情相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK環境防災課　☎ 内線2434
　　毎週月曜日　13時〜15時

■住まいづくり相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0U都市計画課　☎ 内線2652
　　毎月第２水曜日　10時〜正午　K市役所高層棟３階会議室

■年金相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎内線2557
� 4日㈫�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室
� 11日㈫�10時〜14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階中会議室
� 19日㈬�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　伊東商工会議所
� 26日㈬�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター00☎内線2226 各種相談

■健康相談� 4日㈫� 9時30分〜15時� 八幡野コミュニティセンター

� 7日㈮� 9時〜15時30分� 保健福祉センター

� 20日㈭� 9時〜15時30分� 保健福祉センター
　　＊要予約　保健福祉センター　☎37-6321

■こころの健康相談� 21日㈮� 13時〜15時� 市役所４階小会議室
　　＊要予約　熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9120

ほけんコーナー　お問い合わせ　保健福祉センター　☎37-6321

急病になったら
●夜間（毎日午後７時〜午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時〜午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時〜午後５時）は………各当直医へL※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　お問い合わせ　社会福祉課　☎内線2519

� 7日㈮� 13時30分〜15時� 保健福祉センター
�17日㈪� 10時〜15時� 保健福祉センター
�18日㈫� 10時〜15時� 八幡野コミュニティセンター

18日㈫　９時〜９時30分

　　　　市役所駐車場　 

飼えなくなった犬･ねこの引取り
t環境防災課　d内線2485

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d内線2512

※身分証明書をお持ちください。

Ｈ18. 5月生まれ

Ｈ17.11月生まれ

Ｈ16.11月生まれ

19日㈬　13:00〜14:00

 6日㈭　 9:15〜10:30

12日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

対　　象 受　付　日　時 会　場

保健福祉
センター

30日㈰　９時30分〜16時
　　　　伊東ショッピングプラザデュオ
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当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。 
■当直医の情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

伊東温泉競輪　　15〜18　　

場 外 開 催　　全日本選抜1〜4・高松ＦⅠ６〜8

　　　　　　　　広島記念９〜12・久留米記念21〜24

　　　　　　　　京王閣ＦⅠ25~27・立川ＦⅠ28〜30

　　　　　　　　Y･G29　G･P30

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎内線2755

年金相談交通事故相談

地域防災の日

nかとう内科・皮フ科クリニック�d32-2535

g宇佐美整形外科医院�d47-2737

登記の相談
人権相談

n前田医院� d37-1912

g田島医院� d47-0010 税務相談
年金相談
法律相談

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
住まいづくり相談

年末の交通安全県民運動
　　　　　　　　　（〜31）

n伊東胃腸科クリニック�d37-9255

gたかやす医院� d32-0362

s日吉医院� d37-0763

法律相談
交通事故相談
飼えなくなった犬・ねこの引取り

年金相談
税務相談 行政相談 広報いとう１月号配布予定日

とっておき冬花火
冬のよさこいソーズラ祭

　天皇誕生日

n横山医院� d35-0431

g青木クリニック�d45-5115

振替休日

n佐藤病院� d37-2226

gたかやなぎ整形外科�d55-3322

クリスマス

暴力追放相談
「12月の納税」納期限

年金相談
法律相談

官庁仕事納め

h飯田歯科医院� d38-6485

ns高野医院� d38-2111

g木村整形外科クリニック�d32-0600

h新谷歯科医院� d48-9602

nsはぁとふる内科泌尿器科伊豆高原
� d53-5000

g月出整形外科医院�d35-0109

hモモセ歯科クリニック�d36-8867

n長谷川胃腸科内科医院�d36-2851

g中伊豆リハ伊東の丘�d36-6366

h大竹歯科医院� d37-2728

ns山本医院� d47-5566

g城ヶ崎やまだクリニック�d53-1201

h土屋歯科診療所�d37-2392

n伊東病院� d37-8888

g立花胃腸科外科�d45-4811

s日吉医院� d37-0763

hウノ歯科医院� d54-3215



市役所へのご連絡は

TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページwwhttp://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

〜エアロビクス・ストレッチ体操〜

●伊東市民体育センター

日時：１月21日〜３月17日毎週月曜日

　計８回（2/11休）10時〜11時30分

定員：100人（応募多数時抽選）

●宇佐美コミュニティセンター

日時：１月18日〜3月14日毎週金曜日

　計８回（2/8休）10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

●富戸コミュニティセンター

日時：１月16日〜3月12日毎週水曜日

　計８回（2/27休）10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

〜〜共通事項〜〜

対象：市内在住・在勤の方

参加料：1,200円　（傷害保険料等）

申込：往復ハガキに住所・氏名・年齢・電

話番号・希望の開催場所を記入し下記へ

宛先：〒414-0045　伊東市玖須美元

和田716‐115　伊東市民体育センタ

ー「ウェルネス教室」係

締切：12月19日㈬必着

t振興公社　d37-7135

　伊東駅及び、宇佐美駅前、宇佐美駅西

口駐輪場に、長期間放置されていた自転

車やバイクを都市計画課で、12月26日

㈬まで保管しています。

　お心当たりの方は、ご連絡ください。

t都市計画課　d内線2642

　農業者の代表である農業委員を選ぶた

めの選挙人名簿は、1月1日を基準に作ら

れます。申請用紙に、必要事項を記入し、

1月10日㈭までに、農業委員会事務局

（市役所４階）へ提出してください。

　申請用紙は、選挙管理委員会事務局

（市役所６階）にあります。

t選挙管理委員会　d内線2151

期間：12月15日㈯〜31日㈪

【運動の重点】

　・高齢者の交通事故防止

　・自転車の安全利用の推進

　・飲酒運転の根絶

【伊東市の重点事項】

　・歩行者の交通事故防止

t環境防災課　d内線2437

　子どもに起こりやすい事故の予防、応

用包帯等について学びます。

日時：２月６日㈬　13時〜16時

会場：市役所地下会議室

定員：20人

持ち物：筆記用具、実技のできる服装

申込：電話で、１月11日㈮までに下記へ

t社会福祉課　d内線2512

★人権啓発キャンペーン

　人権啓発記念品をお渡しします。

日時：12月７日㈮　14時〜（1時間程度）

会場：伊東ショッピングプラザデュオ

　富士見ゲート、天城ゲート

★人権相談

　弱者への人権侵害や、職場でのいじめ

問題等、お気軽にご相談ください。

日時：12月６日㈭　13時〜15時

会場：市民サービスセンター

担当：人権擁護委員

★人権擁護委員

　人権擁護委員を紹介します。お気軽に

ご相談ください。

　鳥井　明典さん、原　久米雄さん

　松本　孝さん、山下　優さん　

　鈴木　武子さん、萩原　節子さん

　安井　宏之さん

　

t市民サービスセンター　d内線2226

〜安全は　自ら　

　　　うちから　地域から〜

㈰NARUTO

　−ナルト−疾風伝

日時：12月22日㈯

10時30分〜12時05

分（上映時間30分

前から、入場でき

ます。）

会場：観光会館ホール

㈪Life天国で

　君に逢えたら

日時：12月22日㈯

14時〜16時（上映

時間30分前から、

入場できます。）

会場：観光会館ホール

㈫ルイスと未来泥棒

日時：12月23日㈰

　１回目10時30分〜

　　　　12時30分

　２回目14時〜16時

（上映時間30分前

から、入場できま

す。）

会場：観光会館ホール

料金：大人1,500円、中高生1,200円、小

学生以下1,000円、60歳以上1,000円

（右上の割引券で、１枚４人まで200

円割引。ただし、60歳以上対象外）

t振興公社　d37-7135

切り取ってご
利用ください。

切り取ってご
利用ください。

切り取ってご
利用ください。

ウェルネス教室

観光会館の映画上映放置車両の保管

農業委員会選挙人名簿
登　録　申　請

年末の交通安全県民運動

赤十字幼児安全法講習会

身近な人権相談
第59回人権週間LL12/4〜10
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市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

休日：12月２日㈰　８時30分〜17時

夜間：12月20日㈭　17時30分〜19時30分

　　　12月21日㈮　17時30分〜19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆

人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

74,784

35,213

39,571

34,026

+9

-2

+11

+17

-22

-12

-10

-22

560

167

393

298

外国人登録
人　口

11／１現在
（　）は前月比

◆主要生活物資の物価指数◆

伊東市の10月の主要生活物資の物価指数は105.4で、昨

年の同時期に比べ0.4減少しています。

t環境防災課　e内線2434

◆「12月の納税」納期限は12月25日㈫◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

　毎年、12月1日〜25日を、「NHK海外

たすけあい月間」としております。

　日本赤十字社とNHKの共催で、郵便

局、表示のある金融機関、漁協、農協な

どを通じ救援金を募集しています。

　救援金は、地域紛争の犠牲者への支援、

地震などの不測の緊急事態に対する救援

や、開発途上国における保健衛生環境改

善事業などに利用されます。

　皆様のご協力をお願いいたします。

※戸別訪問は行っておりません。

t社会福祉課

d内線2512

　放置艇対策を進めている伊東港で、今

後１年間、施設に余裕が出た場合に利用

を希望する方を、利用待機者として募集

します。

対象：下記の要件に該当するプレジャー

ボート所有者

・伊東市に住民票を有すること

・小型船舶操縦士免許を有すること

・船舶形態が㈰〜㈫の規格に合うこと

　㈰艇長が7.5m以下

㈪2.5m幅の係留施設では、船幅が

1.7m以下。3.3m幅の係留施設では、

船幅が2.3m以下。

　㈫モーターボートまたは漁船型船舶

募集人数：若干名（順番は、抽選で決定）

使用料：1,700円（艇長1ｍ当たり月額）

申込期間：12月3日㈪〜14日㈮

t熱海土木事務所　d82-9165

　静岡県ホームページに、「静岡県　相

談窓口案内」のページを開設しました。

相談先が、すぐに探せて便利です。

http://www.pref.shizuoka.jp/ 

【相談窓口案内の特徴】

★電話を通じての専門相談窓口を紹介

　いろいろな問題に、相談員が適切な

専門相談窓口に取り次ぎ、紹介します。

相談窓口案内　☎054-221-2292　

月〜金　8時30分〜20時　祝日・年

末年始除く

★緊急に相談したい窓口が、すぐに分か

る！

　子どもの急病時アドバイス、夜間救

急当番医、児童虐待、DV、青少年・

保護者の悩み、事故事件や犯罪、消費

トラブル等、相談先が分かります。

t県民のこえ室　d054-221-2244

　経済産業省では、製造業の事業所を対

象に、「平成19年工業統計調査」を12

月31日を調査期日として行います。

　この調査は、製造業の実態を明らかに

することを目的としています。

　本年12月から、来年１月にかけて調査

員が調査票の記入をお願いに各事業所に

お伺いします。

　調査票に記入していただいた内容につ

いては、統計法に基づき秘密が厳守され

ます。正確な記入をよろしくお願いいた

します。記入後は、調査員が回収に参り

ます。

　皆さまのご協力をお願いします。

　なお、調査員は、身分証明書を携帯し

ていますので、不審な点がありましたら、

提示を求めてください。

t庶務課　d内線2312

固定資産税3期 
国民健康保険税6期 

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料です。夜間９時以降
は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

NHK海外たすけあいに
ご協力を

プレジャーボート係留施設の
利用待機者募集

インターネットに
相談窓口案内を開設

平成1９年LL工業統計調査

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
11／26

〜12／2

12／3

  〜9

12／10

  〜16

12／17

  〜23

12／24

  〜30

12／31

〜1／6

富 戸 工 業
51-1224･51-0059
田 畑 設 備
51-0103

牧 野 設 備
51-0311

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
51-1748(53-2536)

富 戸 工 業
51-1224･51-0059

協 和 設 備
48-8927･48-8867
太 陽 電 機 工 業
47-0310･48-9076
稲 木 設 備 工 業
48-9824

ナ ゴ シ 設 備
47-1994

杉 下 設 備 工 業
48-9126

山 晴 配 管 設 備
47-3509(47-3593)

共 栄 設 備
36-2151

荻 設 備 工 業
37-6559

高 山 設 備
36‐4524 

石 井 設 備
44-2822

信 和 設 備 工 業
45-0120

ク ス ダ 住 設
45-8555
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「広報いとう」は、わかりやすい内容で、多
くの皆さんに読んでいただける紙面づくりを
目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課

■市役所　☎0557-36-0111　!0557-36-1104 
　　　　　E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp 
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075 
■富戸出張所　☎51-0010　■対島出張所　☎53-0002 
■荻 出 張 所　☎36-5553　■東松原町連絡所　☎38-8433
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南中学校　男子卓球部 

文化を高め、
　　　教養を豊かにしましょう

伊東市民憲章 

　町内会・自治会では、地震・風水害等の災害に備
えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、
環境美化運動、住民同士の交流を深めるための活動
等を行っています。 
　町内会・自治会に加入して交流を深め、地域の輪
を作りましょう。 

―町内会・自治会は地域の輪―

﹁
け
じ
め
﹂
を
大
切
に

　広報いとうは、市民の皆さんに行政の情報をわかりや

すく伝えて、理解してもらえることに一番気を使って編

集しています。今月号で特集した決算のように、聞き慣

れない言葉が出てくる記事の場合は、特に気を使います。

文章は、なるべく難しい言葉を使わずに、簡潔にして読

みやすくするように心がけています。あわせて、写真や

イラストを載せて、親しみを感じてもらえるようにして

います。「広報紙には難しいことばかり書いてあると思

っていたけど、意外とすらすら読めるね」そう思っても

らえるような広報紙をお届けしていきたいです。（matsu）

　12月に入ると、来年のカレンダーをどうしようかと、

悩みませんか。我が家は、冷蔵庫に貼って使うので、程

よい大きさと、日にちの欄に文字を書き入れる余白があ

るものが、理想です。また一方で、広報いとうの「みん

なのこよみ」を、壁などに貼って使っているという声を

聞くと、役立っているのだなと、ちょっと嬉しい気持ち

になります。来年も、「みんなのこよみ」を使ってくだ

さいね。よろしくお願いします。　　　　　　　　（Ｍ）

まさ き

長男

真希くん
（６歳）

はる か

長女

晴香ちゃん
（３歳）

い
つ
も
一
緒
、

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
！

秋山芳弘さん　ひろこさん（富戸）の
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